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はじめに
１ .これまでの経緯と現在のフェーズ

これまでの経緯

多摩市では、市民サービスを将来にわたり安定して提供するとともに、災害時に市民とまち
の安全を守る拠点を整備するため、本庁舎の建替えに向けた検討を進めています。

令和5年2月に策定した「多摩市役所本庁舎建替基本構想」では、本庁機能・駅近機能・地域
機能を連携させながら市民サービスを提供する、将来めざす本庁舎の姿を示しました。

さらに令和6年11月に策定した「多摩市役所本庁舎建替基本計画」では、基本構想を踏まえ、
新庁舎に求められる機能や性能および事業計画等について検討し、庁舎整備の基本的な方針
および基本機能等を定めました。

現在のフェーズ

現在進行中の基本設計では、基本構想や基本計画で定めた「めざす本庁舎像」や「基本方
針」および「基本機能」等の実現に向けて検討を進めています。基本計画で定めた基本方針
を踏まえ、新庁舎の配置、規模、各階の機能、来庁者・職員の動線、防災性能、環境性能な
どについて具体化している段階です。

３ .めざす本庁舎像

市 民 サ ー ビ ス へ の ニ ー ズ や 概 念 そ の も の が 大 き く 変 わ ろ う と す る 中 、 将 来 を 見 据 え
た 新 し い 発 想 に よ る 本 庁 舎 の あ る べ き 姿 や 方 向 性 を 「 め ざ す 本 庁 舎 像 」 と し て 定 め
て い ま す 。

４ .基本方針と基本機能

「 め ざ す 本 庁 舎 像 」 の 実 現 に 向 け た 施 設 の 在 り 方 を 基 本 方 針 と し て 定 め 、 基 本 機 能
に 落 と し 込 ん で い ま す 。

市民の暮らしを支え多摩市の安全を守る拠点としての
持続可能な本庁舎

めざす本庁舎像

市民サービスを支える
本庁舎

駅近機能などと連携して新しい仕
組みでよりよいサービスを提供し、
市民の暮らしを支えていきます。

災害時に市民とまちを守る
本庁舎

災害時には、災害対応の指令拠点
としての機能を確実に発揮し、市
民とまちの安全を守ります。

柔軟性の高い持続可能な
本庁舎

将来の変化に柔軟に対応でき、50
年以上の長期にわたり使い続ける
ことができる、未来に向けて持続
可能な本庁舎を目指します。

基本方針 基本機能

市民サービス機能

誰にとってもわかりやすく安心して利用できる本庁舎と
し、出張所等と連携し市民に新しい仕組みでサービス提
供する機能の整備を目指します。

防災指令拠点機能

災害時にも市民の安心・安全を守ることができる機能の
整備を目指します。

行政事務機能

よりよい働き方・仕事の仕方を追求でき、職員のパ
フォーマンスが最大化される機能の整備を目指します。

議会機能

「多摩市議会基本条例」に定める「市民の多様な意見を
代表して議論すること」、「政策をつくること」、「市
長等によるまちづくりを『監視及び評価』すること」、
「市民によく見え、わかりやすく、市民が参画できる議
会運営が行えること」という役割を実現する機能の整備
を目指します。

１ 市民サービスを支える施設に

2
災害対応の指令拠点としての機能を発揮
する施設に

3
DX推進による市民サービスの仕組みや
働き方の変容を支える施設に

4
将来の人口減少や社会変化に対応できる
柔軟性を確保し、シンプルで持続可能な
施設に

5
財政負担に配慮しながら、機能性と経済
性のバランスを重視し、ライフサイクル
コストを低減する施設に

6
脱炭素化を推進するため、環境にやさし
い施設に
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本庁舎建物
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市民サービ
ス提供上の

課題

課題２ 施設・設備の老朽化

課題３ 狭隘な庁舎空間

課題４ 行政のデジタル化の進展などへの対応

本庁舎としての機能
を維持していくため
に…

よりよい市民サービ
スを提供していくた
めに…

新たな
課題 課題５ 地球温暖化対策への対応

新たな社会の課題に
対応していくために
…

課題１ 耐震性と防災拠点機能の不足

２ .現庁舎の課題と建替えの必要性

本資料は、基本設計の中間時点における検討状況を取りまとめたものであり、今後の新庁舎整
備における考え方について市民の皆さまにお知らせするものです。今後は、中間報告の内容を
もとにさらに検討を深め、本年度末に基本設計として取りまとめる予定としています。

５ .本資料の目的



2 .建築概要
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設計概要

建築場所：多摩市関戸6-12-1

建物用途：市庁舎

敷地面積：約17,000㎡

延床面積：約18,300㎡

階数 ：地下１階、地上５階

原峰公園

配置計画

１ .配置・動線計画

・計画地は京王相模原線京王永山駅・小
田急多摩線小田急永山駅から北に約１㎞
にある、現在の多摩市役所本庁舎敷地と
します。

・ 庁 舎 を 敷 地 中 央 に 配 置 し 、 現 庁 舎 を 使 用 し な が ら 施 工 で き る 、 配 置 計 画 と し ま す 。

・ 基 本 計 画 に 示 さ れ た 考 え 方 を 踏 ま え 、 北 側 住 宅 地 か ら は 十 分 な 離 隔 を 取 り 、 周 辺
宅 地 へ の 圧 迫 感 や 日 影 に 配 慮 し な が ら 、 敷 地 条 件 に 応 じ た 配 置 と し ま す 。

・ 駐 車 場 は 現 在 （1 6 8 台 ） と 同 程 度 の 1 ６ 0 台 以 上 を 配 置 し、 車いす使用者用、荷捌き用、
災害時対応用の車両動線を整理し、交錯をできるだけ抑え、安全性に配慮します。

・ 周 辺 緑 地 と の 連 続 性 や 景 観 に 配 慮 し 、 敷 地 内 に 緑 地 を 確 保 し ま す 。
建 物 、 広 場 、 駐 車 場 、 歩 行 者 動 線 を 一 体 的 に 計 画 し 、 安 全 性 、 利 便 性 、 環 境 配 慮
の バ ラ ン ス よ い 計 画 と し ま す 。

２ .外構計画

・ 都 道 か ら の ア ク セ ス 、 バ ス 停 か ら の 歩 行 者 動 線 、 駐 車 場 か ら の 動 線 、 車 寄 せ 、
車 い す 使 用 者 用 駐 車 場 等 を 整 理 し 、 来 庁 者 が 利 用 し や す い 計 画 と し ま す 。

・ 平 常 時 の 来 庁 者 利 用 に 加 え 、 災 害 時 に 多 目 的 に 活 用 で き る 広 場 や 駐 車 ス ペ ー ス を
確 保 し ま す 。 こ れ に よ り 、 災 害 時 の 関 係 機 関 車 両 、 応 援 職 員 、 給 水 、 給 電 、 物 資
配 布 等 の 活 動 に も 対 応 で き る 計 画 と し ま す 。

駐車場

広場

駐車場

駐車場

荷捌き

車寄せ

ロータリー

車寄せ

車両出入口

構造 ：鉄骨造

最高高さ：約22.8m

１ .敷地概要

STEP1
第二・第三庁舎解体

STEP２
新庁舎建設

STEP３
A・B棟・東庁舎解体

解体

３ .工事ステップ

解体 建設
解体

解体
整備

・ 仮 設 庁 舎 を 建 て ず に 、 現 庁 舎 を 使 用 し な が ら 施 工 で き る 計 画 と し ま す 。

用途地域 第二種住居地域 第二種中高層住居専用地域
建蔽率 60%
容積率 200%
高度地区 23m第2種高度地区

日影制限
5時間 - 3時間 H=4m
(高さが10mを超える建築物) (敷地内)

4時間 – 2.5時間 H=4m
(高さが10mを超える建築物) (敷地内)

斜線制限

［道路］ 勾配1.25 適用距離20m
［隣地］ H=20m+勾配1.25
［高度地区による斜線制限(北側) ］ H=23mかつ、隣地境界線から8m:H=5m+勾配1.25 、

隣地境界線から8m以降：H=15m+勾配0.6
防火地域 準防火地域
敷地面積 約17000㎡（区画整理事業により変動あり）

道路幅員

南側 都道 5.0ｍ
南側 府中町田線 10.5m
東側 市道1-269号線 4.0ｍ
北側 市道1-267号線 8.0ｍ
西側 市道1-271号線 8.0ｍ

T . P . =約 8 5

T . P . =約 8３

T . P . =約 8１

T . P . =約 8５

車両出入口

車両出入口

車いす
駐車場

車いす
駐車場

1 / 1 5 0 0

※ T . P . = 標 高 （ 東 京 湾 の 平 均 海 面 を 基 準 に し た 高 さ ）

T . P . =約 8０

京王永山駅

原峰公園

S=1/10000

計画地

旧鎌倉街道

STEP4
外構整備＋完成

小田急

車両出入口



【建設位置は大きく変えず】【同程度の建築面積】にて検討

南側角部が敷地境界線に近接するため、

車路幅員が十分に確保できない
△

敷地形状に沿った建物形状のため、前面道路から各駐

車場への車路の確保が可能
〇

ランニン

グ
東面：52m、西面：52m △

東面：42m、西面：42m

①案より東西面の壁が短くなり

光熱水費を縮減できる

〇

掘削土量の基準とする案 ①案よりも掘削土量が少ない

※他案は①案との掘削土量の差を記載 ▲ 約650㎥

凡例：

　　　　　　　　　　　　　　　　【同程度のフロア面積】にて検討

北側住居と正対せず、現庁舎より

離隔距離を確保可能
○

北側住居と正対するが、現庁舎より

離隔距離を確保可能
○

個人席や複数人席など、

様々なレイアウトや部屋の配置が可能
○

北側の奥行きが一定となり、効率的なデスクレ

イアウトが可能
◎

各案ともにコストは変わらない ○ 各案ともにコストは変わらない ○

①：直方体案（基本計画案） ②：敷地に合わせて直方体を変形させた案

配置検討

②-1：南側　多角形（頂点数：多）

　北側　多角形（頂点数：多）

②-2：南側　多角形（頂点数：多）

　北側　直線

検討条件

敷地内の車路計画

日射負荷が最も大きくなる東西外壁の長さ

※壁が長いほどランニングコスト（光熱水

費）が高くなる

イニ

シャル

掘削土量

（掘削量と想定コスト）
○ 〇

採用/不採用 不採用 採用

赤一点鎖線：敷地ライン、青点線：①案建物形状、オレンジ線：各案の建物形状、紫点線：建築可能範囲

赤ハッチング：①案の建物形状と比較した際に増える掘削土量

青ハッチング：①案の建物形状と比較した際に減る掘削土量

採用/不採用 不採用 採用

配置図の比較

検討条件

北側住居との見合い

フロアの使い方

イニシャルコスト

約60m

離隔約7m 離隔約8.5m

約50m

離隔約9.5m 離隔約13.5m

約64m 約62m

仮設駐
車場

建物形状比較

１ .基本計画案と基本設計案の比較
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・ 車 路 幅 員 を 確 保 で き 、 ラ ン ニ ン グ コ ス ト も 抑 え る こ と が で き る 建 物 形 状 と し ま す 。

03

２ .他の形状パターンの検討

仮設駐
車場

仮設駐
車場

概要
西側車路幅員を確保するように直方体を配置した案

課題
✓東庁舎と干渉するため、継続利用ができない。

・基本計画にて新庁舎竣工まで東庁舎は継続利用するとし
ている

・東庁舎のインフラ系の部署については災害時に緊急出動
する必要があるため敷地外に移転させることは難しい

✓（現行案と比較して、掘削土量が増大）

東庁舎の継続利用ができないため、本案は採用しない

建設可能範囲内に収まらず、北側住民への影響や、法令の
制限を受けてしまうため、本案は採用しない

概要
東庁舎へ干渉しないように直方体を傾けて配置した案

課題
✓日影規制に抵触してしまう
✓仮設駐車場のスペースが十分に確保できない
✓北側住民への日影の影響が増大
✓（現行案と比較して、掘削土量が増大）

東庁舎の継続利用ができない
現行案と比較してコストが約4億円増大する 以上から本
案は採用はしない

概要
西面を現ペデストリアンデッキの傾きに合わせて直方体を
配置した案
課題
✓東庁舎と干渉するため、継続利用ができない
✓コストの増大

・掘削土量→現行案と比較して、約1億円増大する
・形状が横長になるため、現行案と比較して周長が約15％

増える。外壁の工事費が本体工事費の10％（外壁材、断
熱、防水、サッシなど）と仮定した場合、約3億円コスト
増大

３ .多角形のイメージ

・曲線を使用する場合、壁面やガラス等もオーダーメイドが必要
となるため、イニシャルコストが増加する懸念

・ 他 の 形 状 パ タ ー ン を 検 討 し た 結 果 、 本 敷 地 で は 課 題 が あ る こ と が 分 か り ま し た 。

・曲線ではなく直線を多くの頂点で結ぶ多角形とすることで、直
線の場合とほとんど変わらないイニシャルコストとなる
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平面図

S = 1 / 6 0 0

B 1階平面図 １階平面図

［ メ イ ン エ ン ト ラ ン ス ］
車 い す 使 用 者 用 駐 車 場 か ら フ ラ ッ ト に 窓 口 へ ア ク セ ス で き
る 動 線 を 計 画 し ま す 。

［ サ ン ク ン ガ ー デ ン ］
地 下 階 に 採 光 ・ 通 風 ・ 緑 を 提 供
ウ ェ ル ネ ス な 執 務 環 境 と な る よ う 検 討 し て い ま す 。

［ 行 政 資 料 室 ］
来 庁 者 が 利 用 が し や す い メ イ ン エ ン ト
ラ ン ス に 近 接 し た 配 置 と し 、 見 通 し が
よ い 開 か れ た 資 料 室 と し て 計 画 し ま す 。

［ 相 談 室 ］
個 別 相 談 に も 対 応 可 能 な 相 談 室 を
窓 口 付 近 に 計 画 し ま す 。

［ 庁 舎 管 理 員 室 ］
夜 間 窓 口 ・ 閉 庁 日 の 来 庁 者 入 り
口 と し て 計 画 し て い ま す 。

［ シ テ ィ セ ー ル ス ゾ ー ン ］
市 を 知 っ て も ら う 展 示 ・ イ ベ ン ト 等 の 開 催 や 市 民 と の 協 創
空 間 と し て 検 討 し て い ま す 。

［ 執 務 エ リ ア ］
効 率 的 か つ 柔 軟 に 働 け る フ リ ー
ア ド レ ス を 検 討 し て い ま す 。

［ 大 階 段 ］
B 1 階 の シ テ ィ セ ー ル ス ゾ ー ン と つ な が り 、
見 通 し が 良 く 迷 わ ず 上 階 へ の ア ク セ ス が 可 能 な 計 画
と し ま す 。

［ 執 務 エ リ ア ］
効 率 的 か つ 柔 軟 に 働 け る フ リ ー
ア ド レ ス を 検 討 し て い ま す 。

［ ロ ビ ー ］
待 合 ロ ビ ー の ほ か 相 談 会 場
な ど イ ベ ン ト で の 活 用 も 検
討 し て い ま す 。

［ A B W エ リ ア ］
仕 事 の 状 況 に 合 わ せ て 働 き 方 が 選 べ る
ス ペ ー ス を 検 討 し て い ま す 。

［ エ ス カ レ ー タ ー ］
グ ラ ン ド フ ロ ア を つ な ぎ 来 庁 舎 を
ス ム ー ズ に 窓 口 に 誘 導 す る こ と を 検 討 し て い ま す 。

行政
資料室

会計
課

生活福祉課
高齢支援課

エントランス

メイン
エントランス

ABW席

相談室

EV

介護保険課
障害福祉課

待合ロビー
（相談会場スペース）

売店

ABW席

窓口
相談室

ドライエリア

窓口

WC

相談
ブース

会議室

WC
EV

大階段

ESC

市民課納税課課税課
保険年金課

ABW席

選挙管理委員会
事務局

サンクン
ガーデン エントランス

WCEV

総合案内

夜間出入口
（職員用出入口）

職員用出入口

WC

EV

ABW席

来 庁 者 エ リ ア

来 庁 者 利 用 諸 室 等

執 務 エ リ ア

相 談 室 、 A B W 席 等

個 別 諸 室 等

機 械 室 等

WC
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平面図

［ 会 議 室 ］
夜 間 や 休 日 で も 来 庁 者 が ア ク セ
ス し や す い ２ 階 に 会 議 室 を 計 画
し ま す 。

［ キ ッ ズ ス ペ ー ス ］
子 育 て 世 代 も 安 心 し て 来 庁 可 能 な 、
安 全 に 子 供 が 遊 べ る ス ペ ー ス を 窓 口 付 近 に
計 画 し ま す 。

［ 大 階 段 ］
見 通 し が 良 く 迷 わ ず
上 階 へ の ア ク セ ス が
可 能 な 計 画 と し ま す 。

［ 執 務 エ リ ア ］
効 率 的 か つ 柔 軟 に 働 け る フ リ ー ア ド レ ス を
検 討 し て い ま す 。

［ A B W エ リ ア ］
仕 事 の 状 況 に 合 わ せ て 働 き 方 が 選 べ る
ス ペ ー ス を 検 討 し て い ま す 。

［ エ レ ベ ー タ ー ］
ス ト レ ッ チ ャ ー 対 応 の エ レ ベ ー タ ー を
検 討 し て い ま す 。

［ 災 害 対 策 エ リ ア ］
災 害 時 の 体 制 を 考 慮 し 、 災 害 対 策 本 部 諸 室 と 市 長 関 連
諸 室 を 3  階 に 集 約 す る 計 画 と し ま す 。

［ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ス ペ ー ス ］
職 員 の 交 流 や 議 論 を 促 す ワ ー ク プ レ イ ス で
あ り 、 来 庁 者 等 と の 打 合 せ ス ペ ー ス と し て
も 利 用 が で き る よ う 検 討 し て い ま す 。

［ A B W エ リ ア ］
仕 事 の 状 況 に 合 わ せ て 働 き 方 が 選 べ る ス ペ ー ス
を 検 討 し て い ま す 。

［ 連 携 階 段 ］
執 務 ス ペ ー ス 内 に 階 段 を 設 け 、 階 を ま た い
だ 部 署 間 連 携 を 高 め る 計 画 と し ま す 。

［ ワ ン ス ト ッ プ 型 カ ウ ン タ ー ］
共 用 カ ウ ン タ ー 化 で 来 庁 者 の 移 動 を 最 小 限 に 計 画 し ま す 。

[ 授 乳 室 ]
子 育 て 世 帯 の 来 庁 が 多 く 予 想 さ れ る 部 署
と 同 フ ロ ア に 設 置 を 計 画 し ま す 。

会議室

大階段待合

コミュニケーション

災害対策室
会議室
（防災対策
本部長室）

会議室
（消防団
本部室）

行政管理課
秘書広報課
企画課
財政課

ABW席

ABW席

ABW席ABW席

ABW席

市長室

副
市長室

応接室

秘書室

窓口
WC EV

会議室
ブース

ABW席

ABW席

窓口

教育長室

応接室

WC EV

情報
政策課

副
市長室特別

会議室
文書法制課
人事課
総務契約課

EV WC

防災
安全課

会議室
会議室 会議室 会議室

S = 1 / 6 0 0

３階平面図２階平面図

［ W C ］
各 階 ご と に 個 数 の 算 定 を 行 い 、 必 要 な
ト イ レ の 数 を 整 備 し ま す 。 ま た 各 階 に
車 い す 使 用 者 用 便 房 を 整 備 し ま す 。

福祉総務課,健康推進課
子ども・若者政策課,児童青少年課
教育振興課,学校支援課,教育指導課

市民
相談室

EV WC

ABW席
ABW席

来 庁 者 エ リ ア

執 務 エ リ ア

相 談 室 、 A B W 席 等

個 別 諸 室 等

機 械 室 等

来 庁 者 利 用 諸 室 等
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［ ラ ン チ ル ー ム ］
食 事 が で き る エ リ ア で あ る と と も に 職 員 の 交
流 ス ペ ー ス と し て 計 画 し ま す 。

［ 多 目 的 ス ペ ー ス ］
市 内 を 一 望 で き る 空 間 で 、
多 目 的 に 活 用 で き る 空 間 と
し て 計 画 し ま す 。

［ 議 場 ］
フ ラ ッ ト に し つ つ 傍 聴 人 の 視 認 性
も 確 保 し た 議 場 を 検 討 し て い ま す 。

［ 相 談 室 ］
来 庁 者 等 の 相 談 や 簡 単 な 打 合 せ ス ペ ー ス と し て 計 画 し ま す 。

議場

委員会室

傍聴ロビー

議会
図書室

EVWC

ABW席

ABW席

コミュニケーション

オンブ
ズマン
事務局

窓口

ABW席

EV
EV WC

協創推進室
経済観光課

文化・生涯学習推進課,スポーツ振興課
都市計画課,道路交通課

ランチ
ルーム

会派控室

委員会室正副
議長室

議会
事務局

WC

相談室

理事者
控室

会議室

WC

EV

ABW席 ABW席

ABW席

多目的スペース

S = 1 / 6 0 0

５階平面図４階平面図

［ 休 憩 室 ］
職 員 用 の 休 憩 な ど が 可 能 な 部 屋 で 、
災 害 対 応 時 の 仮 眠 に も 利 用 で き る ス
ペ ー ス を 計 画 し ま す 。

施設保全課
環境政策課,公園緑地課

下水道課

監査委員
事務局

ABW席

来 庁 者 エ リ ア

来 庁 者 利 用 諸 室 等

執 務 エ リ ア

相 談 室 、 A B W 席 等

個 別 諸 室 等

議 会 エ リ ア

機 械 室 等

［ ワ ン ス ト ッ プ 型 カ ウ ン タ ー ］
共 用 カ ウ ン タ ー 化 で 来 庁 者 の 移 動 を 最 小 限 に 計 画 し ま す 。

［ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ス ペ ー ス ］
職 員 の 交 流 や 議 論 を 促 す ワ ー ク プ レ イ ス で あ
り 、 来 庁 者 等 と の 打 合 せ ス ペ ー ス と し て も 利
用 が で き る よ う 検 討 し て い ま す 。

［ A B W エ リ ア ］
仕 事 の 状 況 に 合 わ せ て 働 き 方 が 選 べ る ス ペ ー ス
を 検 討 し て い ま す 。

［ 執 務 エ リ ア ］
効 率 的 か つ 柔 軟 に 働 け る フ リ ー ア ド レ ス を 検 討
し て い ま す 。
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・ フ リ ー ア ド レ ス の う ち 、 課 ご と に 指 定 さ れ た 範 囲 の 席 に 座 る グ ル ー プ ア ド レ ス の
導 入 を 計 画 し て い ま す 。 ( 適 さ な い 部 署 を 除 く )

執務環境計画

・ フ リ ー ア ド レ ス と は 、 従 来 の よ う な 固 定 席 を 設 け ず 、 自 由 に 席 を 選 ん で 仕 事 を 行
う 運 用 ス タ イ ル で す 。 部 署 を 超 え た 交 流 が 活 発 に な り 、 情 報 共 有 や 相 談 が し や す
い こ と が 特 徴 で す 。

指定された範囲内の席に自由に座る

A部門 B部門 C部門

１ .フリーアドレス

フロア

エリアを決めずに好きな席に座る

完全フリーアドレス グループアドレス

２ .ユニバーサルレイアウト

・ 執 務 空 間 に は ユ ニ バ ー サ ル レ イ ア ウ ト を 導 入 し 、 組 織 変 更 や 人 員 構 成 の 変 化 に 柔
軟 に 対 応 で き る 計 画 と し ま す 。

課長

課長 課長

課長

・ レ イ ア ウ ト の 標 準 化 に よ り 、 将 来 的 な 部 署 再 編 や 職 員 配 置 の 変 更 時 に お け る 改 修
コ ス ト 及 び 移 転 作 業 負 担 の 低 減 を 図 り ま す 。

・ 部 長 席 は 独 立 配 置 と し 、 課 長 席 は 島 配 置 と し ま す 。

部署再編に
柔軟に対応

・ 職 員 の 在 席 実 態 や 働 き 方 の 変 化 を 踏 ま え 、 適 切 な 座 席 数 を 今 後 検 討 し て い き ま す 。
固 定 席 を 前 提 と し な い 運 用 と す る こ と で 、 執 務 ス ペ ー ス の 効 率 的 な 活 用 を 図 る と
と も に 、 将 来 的 な 職 員 数 の 変 動 に も 柔 軟 に 対 応 可 能 な 計 画 と し ま す 。

３ .座席数

４ . A B W

・ 定 型 的 な 執 務 に 対 応 す る 一 般 席 に
加 え 、 集 中 作 業 、 打 合 せ 、 オ ン ラ イ
ン 会 議 、 資 料 確 認 等 の 用 途 に 応 じ て
利 用 で き る A B W 席 を 配 置 す る こ と
で 、 執 務 環 境 の 選 択 性 と 柔 軟 性 の 向
上 を 図 り ま す 。

・ こ れ に よ り 、 限 ら れ た 執 務 空 間 を
効 率 的 に 活 用 す る と と も に 、 職 員
間 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 促 進 及 び
業 務 生 産 性 の 向 上 を 目 指 し ま す 。

ファミレス
ブース

交流

パーソナル
シート

ソロ
ブース

遮音ブース

集中

業 務 内 容 に 合 わ せ て 最 適 な 場 所 を 選 ぶ 働 き 方

ABW

5 .基準階のイメージ

部長 部長 部長 部長

［ ワ ン ス ト ッ プ 型 カ ウ ン タ ー ］ ：
共 用 カ ウ ン タ ー 化 で コ ン パ ク ト に 計 画

［ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ス ペ ー ス ］ ：
職 員 の 交 流 や 議 論 を 促 す ワ ー ク プ レ イ ス

［ 執 務 室 エ リ ア ］ ：
チ ー ム が 効 率 的 に
働 け る ワ ー ク プ レ イ ス［ A B W エ リ ア ］ ： 仕 事 の 状 況 に 合 わ せ て 働 き 方 が 選 べ る

コミュニケーション窓口

執務エリア

ABWエリア

執務エリア

［ コ ピ ー ・ 消 耗 品 置 場 ス ペ ー ス ］
（ マ グ ネ ッ ト ス ペ ー ス ） ：
人が自然と引き寄せられ、気軽な情報
交換ができる共有スペース

大型テーブル

ファミレスブース パーソナルシートソロブース 遮音ブース



部位 分類 耐震安全性の目標 重要度係数

構造体

Ⅰ類
大地震動後、構造体の補修をすることなく建築物を使用
できることを目標とし、人命の安全確保に加えて十分な
機能確保を図られるものとする。

1.50

Ⅱ類
大地震動後、構造体の大きな補修をすることなく建築物
を使用できることを目標とし、人命の安全確保に加えて
機能確保を図られるものとする。

1.25

Ⅲ類
大地震動により構造体の部分的な損傷は生じるが、建築
物全体の耐力の低下は著しくないことを目標とし、人命
の安全確保が図られるものとする。

1.00

建築非構
造部材

A類

大地震動後、災害応急対策活動等を円滑に行ううえ、又
は危険物の管理のうえで支障となる建築非構造部材の損
傷、移動等が発生しないことを目標とし、人命の安全確
保に加えて十分な機能確保が図られるものとする。

B類
大地震動により建築非構造部材の損傷、移動等が発生す
る場合でも、人命の安全確保と二次災害の防止が図られ
ていることを目標とする。

建築設備

甲類
大地震後の人命の安全確保及び二次災害の防止が図られ
ているとともに、大きな補修をすることなく、必要な設
備機能を相当期間継続できることを目標とする。

乙類
大地震後の人命の安全確保及び二次災害の防止が図られ
ていることを目標とする。

防災計画

１ .災害対策

・ 本 庁 舎 は 、 災 害 時 に お い て も 行 政 機 能 を 継 続 し 、 災 害 対 応 の 指 令 拠 点 と し て 必 要
な 機 能 を 発 揮 で き る 施 設 と し ま す 。

３ .地震対策

・ 防 災 指 令 拠 点 と し て の 機 能 継 続 性 を 確 保 す る た め 、 免 震 構 造 を 採 用 し ま す 。
地 震 時 に 建 物 へ 伝 わ る 揺 れ を 低 減 し 、 構 造 体 の 損 傷 を 抑 え る と と も に 、 庁 舎 内 の
什 器 、 設 備 機 器 、 配 管 、 情 報 通 信 設 備 等 の 被 害 を 軽 減 し ま す 。 こ れ に よ り 、 地 震
発 生 後 も 災 害 対 策 本 部 機 能 や 行 政 機 能 を 継 続 し や す い 計 画 と し ま す 。

・ 耐 震 安 全 性 の 目 標 は 、 国 土 交 通 省 「 官 庁 施 設 の 総 合 耐 震 計 画 基 準 ・ 対 津 波 計 画 基
準 」 に 基 づ き 、 以 下 の 赤 枠 の と お り と し ま す 。

５ .降灰対策

・ 火 山 噴 火 に 伴 う 降 灰 等 の 影 響 を 考 慮 し 、 災 害 時 に 必 要 な 設 備 機 能 を 確 保 で き る
計 画 と し ま す 。 非 常 用 発 電 機 ・ キ ュ ー ビ ク ル 等 に つ い て は 、 建 物 内 設 置 と し 、
降 灰 時 に も 機 能 を 維 持 で き る よ う 配 慮 し ま す 。
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２ .災害時の機能確保

・ 敷 地 内 の 高 低 差 や 周 辺 道 路 と の 関 係 を 踏 ま え 、 豪 雨 時 に も 内 水 氾 濫 の 発 生 を 抑
制 で き る よ う 、 適 切 な 勾 配 及 び 排 水 経 路 を 確 保 し た 外 構 計 画 と し ま す 。

４ .浸水対策

・ 屋 外 に 緊 急 排 水 槽 を 設 置 し 、 災 害 時 対 策 活 動 職 員 が 使 用 す る 7 日 分 の 排 水 を 貯 留
で き る よ う に し ま す 。

・ 太 陽 光 発 電 を 設 置 し 、 平 時 の 環 境 性 能 と 災 害 時 の 防 災 性 能 を 両 立 で き る 計 画 と し
ま す 。

・ 通 信 の 引 込 は 信 頼 性 、 安 全 性 を 確 保 す る た め 、 二 重 化 を 考 慮 し ま す 。

〇 給 水

〇 排 水

〇 都 市 ガ ス

・ 受 水 槽 容 量 は 災 害 時 対 策 活 動 職 員 が 使 用 す る 3 日 分 の 飲 料 水 量 を 確 保 し ま す 。

・ 災 害 時 に 破 断 可 能 性 の 小 さ い 中 圧 ガ ス を 引 き 込 み ま す 。

・ 敷 地 北 側 に マ ン ホ ー ル ト イ レ ( 貯 留 型 ) の 設 置 を 検 討 し て い ま す 。

〇 電 力

・ 受 変 電 設 備 は 高 圧 電 力 に よ る 本 線 ・ 予 備 電 源 線 の ２ 回 線 受 電 を 計 画 し ま す 。

・ 非 常 用 発 電 機 は 燃 料 備 蓄 等 に よ り ３ 日 間 以 上 庁 舎 が 稼 働 で き る 計 画 と し ま す 。

〇 通 信

・ 災 害 時 に 空 調 を 必 要 と す る 室 は 、 発 電 機 か ら の 電 源 供 給 、 も し く は ガ ス 熱 源 器 に
よ り 運 転 可 能 と し ま す

・ 中 水 槽 （ 雑 用 水 用 ） 容 量 は 災 害 時 対 策 活 動 職 員 が 使 用 す る 7 日 分 の ト イ レ 用 水 を
確 保 し ま す 。

・ 災 害 対 策 エ リ ア は 、 ３ 階 に 配 置 し 、 市 民 利 用 の 多 い 低 層 階 の 窓 口 エ リ ア と 、 上 階
の 執 務 エ リ ア を つ な ぐ 位 置 に 設 け ま す 。 災 害 時 の 市 民 対 応 と 庁 内 各 部 署 と の 連 携
を 図 り や す く し 、 災 害 情 報 の 収 集 、 共 有 、 意 思 決 定 、 発 信 を 円 滑 に 行 え る 計 画 と
し ま す 。
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構造計画

１ .基本方針

２ .架構計画

・将来的な平面計画の変更に対するフレキシビリティを確保する観点から、ラーメン構造を
基本とし、シンプルで合理的な構造システムを計画します。

・階段・EV等のコア周りには、建築計画との整合を図りながら、必要に応じて耐震要素
（ブレース・耐震間柱等）を配置し、構造性能、剛性バランスおよび経済性に配慮した計画

とします。

・上部構造は、建築計画との整合を図るとともに、使用性、機能性（遮音性・耐振動性・耐
衝撃性）、耐久性、経済性、施工性、ならびに将来の使用形態の変更に対するフレキシビ
リティ等を総合的に考慮した計画とします。

・基礎構造は、地盤調査結果に基づき、地盤特性、建物規模、構造種別、施工性を考慮した
うえで、上部構造を確実に支持し、沈下等の障害を生じさせない合理的な形式を採用しま
す。

３ .構造概要

建物規模 ：地下１階、地上５階
構造種別 ：鉄骨造を基本に検討します。
架構形式 ：ラーメン構造を基本とし、耐震要素の配置を検討します。
耐震形式 ：建築計画との適合性が高く、免震効果を有効に発揮できる「基礎免震構造」を

採用します。
基礎形式 ：今後、地盤調査結果を踏まえ、建物規模、構造種別および施工性を考慮して、

検討します。

環境計画

バリアフリー計画

・バリアフリー法、東京都福祉のまちづくり条例その他の関係法令・条例等に適合するととも
に、努力義務や推奨基準についても可能な限り対応を検討し、誰もが安全かつ円滑に利用で
きる施設計画とします。

・主要な出入口は自動扉を基本とし、段差を設けない計画とします。移動等円滑化経路となる
廊下は、車椅子利用者等が円滑に通行できる十分な幅員を確保し、床は平滑で滑りにくい仕
上げとします。

・階段には手すりを設け、必要に応じて点字表示を行うとともに、階段や踊り場等の適切な位
置に視覚障がい者誘導用ブロック等の注意喚起用床材を敷設します。

・各階にバリアフリートイレ（車椅子使用者用トイレ）を設置し、オストメイト対応設備等の
配置を検討するなど、誰もが利用しやすい計画とします。

・サインは、文字の大きさ、色彩、コントラスト、設置位置等に配慮した、見やすく分かりや
すい計画とします。また、必要に応じて点字、触知案内、音声案内等の導入を検討します。

・乳幼児を連れた来庁者に配慮し、授乳やおむつ替えに対応できるスペース、キッズスペース
等を確保します。

・利用者の方々などの意見を取り入れた設計をします。

・建物を建設可能範囲と丘陵地形に沿わせ、南面を広く確保するとともに、日射負荷の大きい
東西面を最小化します。南面には水平フィン、東西面には縦ルーバーを設けるなど、季節や
方位に応じて日射を適切に制御することを検討します。

２ .建物形状と外装による環境負荷の低減

・ABWエリアや共用部には自然採光と自然通風を積極的に取り入れる検討をします。

３ .自然採光・自然換気を活かしたパッシブデザイン

１ . Z E B  R e a d y環境親和型庁舎を目指す

・多摩丘陵の地形、日射、風などを最大限に活用します。建築的な工夫によってエネルギー
負荷を抑えるパッシブデザインを基本とし、高効率設備、再生可能エネルギー等を組み合
わせることで、ZEB Readyを目指します。

※ラーメン構造：柱と梁を接合し、一体化した骨組みで建物を支える構造です。

※パッシブデザイン：太陽光、風、外気温などの自然の力を活用し、快適な室内環境をつくる設計手法です。



電気設備計画

１ .受変電設備
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・ 本 線 予 備 電 源 線 の 高 圧 2 回 線 受 電 と し ま す 。

・ 建 物 内 に キ ュ ー ビ ク ル 式 受 変 電 設 備 を 設 置 し ま す 。

・ 中 央 監 視 設 備 （ 機 械 設 備 ） に て 、 各 機 器 の 状 態 、 故 障 警 報 、 デ マ ン ド 監 視 等 を
表 示 可 能 と し ま す 。

機械設備計画

２ .非常用発電設備

・ 建 築 基 準 法 お よ び 消 防 法 に 基 づ く 防 災 負 荷 の ほ か 、 災 害 拠 点 室 等 の 保 安 負 荷 に
電 源 を 供 給 す る た め 、 非 常 用 発 電 機 を 設 置 し ま す 。

・ 非 常 用 発 電 機 は 新 庁 舎 と は 別 棟 の 可 能 性 も 含 め 発 電 機 室 の 設 置 を 検 討 し ま す 。

・ 燃 料 は 軽 油 と し 、 7 2 時 間 分 の 燃 料 を 地 下 埋 設 タ ン ク に 備 蓄 し ま す 。

３ .太陽光発電設備

・ 庁 舎 屋 上 に 太 陽 光 パ ネ ル を 設 置 し ま す 。

・ 商 用 電 力 途 絶 時 に は 、 自 立 運 転 機 能 に よ り 一 時 避 難 ス ペ ー ス の 専 用 コ ン セ ン ト
に 電 源 供 給 を 行 う シ ス テ ム と し ま す 。

・ 発 電 量 、 発 電 電 力 量 、 日 射 量 等 の デ ー タ を 計 測 、 集 計 し ま す 。

４ .外構

・ 広 場 に 面 し て 電 源 盤 を 設 置 し 、 イ ベ ン ト 時 な ど に 盤 内 コ ン セ ン ト よ り 電 源 を 取
れ る 計 画 と し ま す 。

・ 公 用 車 用 の 電 気 自 動 車 充 電 設 備 を 設 置 し ま す 。

１ .空調設備

2 .衛生設備

・利用時間が概ね同一の室は中央熱源空調方式とし、利用時間が大きく異なる室は

個別パッケージ空調方式とすることで空調稼働時のエネルギー効率を高めます。

中央熱源空調方式 ：電気式空冷ヒートポンプモジュールチラー、ガス式ヒート

ポンプモジュールチラー・冷温水発生器による比較検討

個別空調方式 ：電気式空冷ヒートポンプパッケージエアコン

ガス式ヒートポンプパッケージエアコン

（1）熱源設備計画

（2）空気調和設備計画

・各エリアの空調方式は、放射空調やダクト吹き出し等を用途や空間に考慮して計画します。

（3）換気設備計画

・執務室はデシカント外調機により行います。

・常時利用する空調室は外調機を基本とし、利用時間が大きく異なる室などは全熱交換器を

設置します。

・給水方式は加圧給水方式とします。

・受水槽の容量は、災害時対策活動職員3日分の飲料水量を確保します。

・中水槽（雑用水用）の容量は、災害時対策活動職員7日分のトイレ用水を確保します。

（1）給水設備計画

（2）給湯設備計画

・給湯方式は局所方式とし、給湯室などは貯湯式電気式温水器により供給します。

・シャワーが必要となる部分にはガス給湯器を設置します。

（3）排水設備計画

・汚水と雑排水は、合流とし、重力排水方式、ポンプアップ方式にて屋外へ排水します。

・汚水雑排水と雨水は分流とし、既存公設桝に接続して下水本管へ放流します。

・屋外に緊急排水槽を設置し、災害時対策活動職員７日分の排水を貯留できるようにします。

・敷地北側にマンホールトイレ（貯留型）の設置を検討しています。
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